












こ
の
め

食
堂
様
は

、
薬
や
医

療
に
身
体

を
任
せ
る

の
で

は
な
く

、
も
っ
と

自
然
に
、

自
分
の
力

で
あ
り
の

ま
ま

に
生

き
ら

れ
た

ら
と

の
思

い
か

ら
、

伝
統

療
法

や
自

然

療
法

と
い

わ
れ

る
も

の
を

学
ぶ

場
と

し
て

『
お

か
あ

さ

ん
の

た
め

の
は

じ
め

て
の

東
洋

医
学

』
を

開
催

し
、

活

動
が

始
ま

り
ま

し
た

。
現

在
は

月
一

回
少

人
数

で
集

ま

り
、

子
連

れ
の

方
で

も
気

兼
ね

な
く

と
も

に
勉

強
し

、
 

興
味
関

心
の
あ
る

方
々
の
交

流
の
場
、

居
場
所
作

り
の

た
め
に

、
み
ん
な

で
モ
ノ
づ

く
り
や
、

地
域
防
災

、
東

洋
医
学

、
自
然
育

児
の
勉
強

会
の
開
催

な
ど
、
様

々
な

取
り
組

み
を
し
て

活
動
さ
れ

て
い
ま
す

。

以
前
は

自
然
育
児

の
勉
強
会

は
大
阪
な

ど
で
し
か

開
催

さ
れ
ず

、
遠
距
離

を
子
供
同

伴
で
移
動

し
、
参

加
す
る
の

は
大
変
で

し
た
。
そ

こ
で
、

お
寺
や
西

山
な
ど
自

然
も
多
く

、

立
地
と

自
然
環
境

に
恵
ま
れ

た
長
岡

京
で
自
然

育
児
に
関

し
て
学

べ
る
場
所

を
つ
く
っ

た
こ
と

で
、
地
域

の
お
母
さ

ん
に
大

変
喜
ば
れ

て
い
ま
す

。

母
親
に

な
っ
て
も

あ
り
の
ま

ま
の
自

分
で
い
ら

れ
る
場
所

の
提
供

を
目
指
さ

れ
て
お
り

、

月
一
回

の
集
ま
り

は
常
に
和

や
か
な

雰
囲
気
に

包
ま
れ
、

笑
顔
で

楽
し
く
活

動
さ
れ
て

い
ま
す

。
ご
興
味

を
も
た
れ

た
ら
一

度
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く

だ
さ
い
。

「
自
分
た

ち
の
子

育
て
期
に

こ
ん
な
支

援
が
欲
し

か
っ
た
」

と
い
う
思

い
を
も

つ
有
志
に

よ
り
、
二

〇
〇
一
年

に
任
意
団

体
「
子
育

て
支
援

ね
こ
ば
す

」
が
発
足

し
、
行
政

の
保
育

ル
ー
ム
を

利
用
し

た
預
か
り

保
育
や
、

自
分
た
ち

で
企
画
し

た
講
座
な

ど
を
実

施
さ
れ
、

子
育
て
支

援
を
行
っ

て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

そ
し
て

、
母
親
や

妊
婦
が
子

連
れ
で
気

兼
ね
な
く

集
い
、
交

流
で
き

る
場
の
必

要
性
を
感

じ
、
二
〇

一
四
年
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
つ

ど
い
の
ひ

ろ
ば
ね
こ

ば
す
」
を

設
立
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
な
か

で
、
子

育
て
相
談

室
「
こ
ね

く
と
・
す

く
す
く
」

を
開
設
さ

れ
、
日

常
の
ち
ょ

っ
と
し
た

相
談
や
問

い
合
わ
せ

、

幼
稚
園
や

保
育
園

に
つ
い
て

の
情
報
提

供
を
行
っ

て
お
ら
れ

ま
す
。
ま

た
自
分

た
ち
で
企

画
し
た
講

座
に
、
歯

科
衛
生

士
・
助
産

師
・
保

健
師
・
臨

床
発
達
心

理
士
な
ど

の
専
門
家

が
来
ら
れ

る
日
も

あ
り
、
相

談
に
対
し

て
詳
し
く

対
応
す
る

こ
と
も
可

能
で
す

。

「
つ
ど
い

の
ひ
ろ

ば
ね
こ
ば

す
」
様
は

親
子
の

交
流
の
場

と
し
て

、
〇
～
二

歳
児
を
子

育
て
し

て
い
る
方

は
ど
な

た
で
も

（
父
母
、

祖
父
母

な
ど
）

自
由
に
参

加
で
き

る
場
を

提
供
さ
れ

、
子
育

て
を
す

る
親
子
を

地
域
の

な
か
で

温
か
く
見

守
り
応

援
で
き

る
よ
う
環

境
を
整

え
て
い

き
た
い
と

考
え
て

お
ら
れ

ま
す
。
詳

し
く
は

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く

だ
さ
い
。

八
月

例
会

・納
涼

会

乙訓
２０２０年９月号

◆決起大会

◆地域諸団体紹介

青年会議所は「明るい豊かな社会」の実現を理想とし、

「奉仕・修練・友情」を信条として様々な活動を行っている

20歳から40歳までの青年経済人の集まりです。

乙訓青年会議所では地域の発展を担う青年経済人との

ネットワークを広げ、夢を語り合える仲間として、ともに活動

して頂ける方を随時募集しております。

ご興味ございます方は

公益社団法人乙訓青年会議所事務局（075‐957‐1230）

までご連絡下さい。お待ちしております。

新入会員募集

２０２０年度入会者数   
　　
正会員数        　　　　 ４９名

２名

（２０２０年 ８月２７日現在）

乙訓JCホームページ 乙訓JCインスタグラム 乙訓JCフェイスブック

◆８月例会

◆新入会員募集

次回例会案内

乙訓ＤＲＥＡＭフラッグプロジェクト～つなげよう、乙訓のエール～

９月オープン例会では、「乙訓ＤＲＥＡＭフラッグプロジェクト～つ

なげよう、乙訓のエール～」を実施致します。乙訓地域を愛する人び

との想いを込めた写真を集めて、つなぎ合わせ「乙訓愛」という文字

のフォトモザイクアートで横断幕を作成し、乙訓地域の各中学校・高

校に寄贈します。「ＤＲＥＡＭ」は乙訓ＤＲＥＡＭフェスタのＤＲＥ

ＡＭ、乙訓二市一町のＤＲＥＡＭチームで創り上げようという思い

そして子供たちに夢を与えようという思いが込められています。

新型コロナウイルスの影響により子供たちのクラブ活動や大会が相次

いで中止や延期となり、今後も無観客による大会の実施が予定されて

いるなか、光輝く子供たちに向けて乙訓地域からエールを送る企画で

す。

【開催場所】天王山夢ほたる公園

【 日   時 】９月１２日（土）

   ９月例会   １４：３０～１５：１９（登録開始１４：００）

   完成披露式 １５：３５～１６：２５ (受付開始１５：２０)

【担当委員会】地域未来創造委員会

【９月例会】(オープン事業)

   地
域

諸
団

体
紹

介
 　

【
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

 つ
ど

い
の

ひ
ろ

ば
ね

こ
ば

す
】

八
月
十

三
日
（
木

）
、
大

原
野
Ｓ
Ｕ

Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｏ

グ

ラ
ウ
ン

ド
に
て
、

正
副
理

事
長
メ
ン

バ
ー
の
設

え

る
「
八

月
例
会
・

納
涼
会

」
が
、
安

全
管
理
を

徹

底
す
る

な
か
開
催

さ
れ
ま

し
た
。

八
月
例

会
で
は
、

「
後
半

の
活
動
に

対
す
る
意

識

を
高
め

る
と
と
も

に
、
目

標
達
成
へ

向
け
て
、

主

体
的
に

行
動
で
き

る
組
織

に
な
る
こ

と
」
を
目

的

と
し
、

監
事
が
各

委
員
会

の
前
半
の

事
業
・
活

動

に
対
し

て
検
証
を

行
い
、

後
半
に
向

け
て
の
課

題

を
明
確

に
し
ま
し

た
。
そ

し
て
、
達

城
理
事
長

よ

り
後
半

へ
の
激
励

を
行
う

こ
と
で
、

乙
訓
Ｊ
Ｃ

メ

ン
バ
ー

の
後
半
に

向
け
た

意
欲
向
上

に
繋
が
り

ま

し
た
。

そ
の
後

、
二
種
類

の
チ
ー

ム
ビ
ル
デ

ィ
ン
グ
ゲ

ー

ム
を
行

い
ま
し
た

。

一
つ
目

の
「
砂
漠

か
ら
の

脱
出
ゲ
ー

ム
」
は
、

砂

漠
に

遭
難

し
た

メ
ン

バ
ー

が
不

時
着

し
た

飛
行

◆乙訓メンバーの全力通信

◆救援物資・募金活動

◆京都ブロック協議会活動

◆次回例会案内

機
の
中
か

ら
見
つ

け
た
十
二

個
の
ア

イ
テ
ム
の

重
要
度

に
つ
い
て

チ
ー
ム

メ
ン
バ
ー

と
合
意

形
成
を
求

め
る
ゲ

ー
ム
で
す

。
こ
の

ゲ
ー
ム
で

は
一
人

で
考
え
て

出
し
た

答
え
よ
り

も
、
チ

ー
ム
で
考

え
て
出

し
た
答
え

の
方
が

大
き
な
成

果
を
生

む
こ
と
を

学
び
ま

し
た
。
二

つ
目
の

「
野
球
の

ポ
ジ
シ
ョ

ン
当
て
ゲ

ー
ム
」
は

、
そ
れ

ぞ

れ
が
も
っ

て
い
る
バ

ラ
バ
ラ
な

情
報
を
つ

な
ぎ
合

わ

せ
る
と
正

解
に
た
ど

り
着
け
る

よ
う
に
な

っ
て
い

ま

す
。
各
々

が
与
え
ら

れ
た
情
報

カ
ー
ド
の

内
容
を

論

理
的
に
伝

え
る
こ
と

の
重
要
性

や
、
把
握

で
き
た

情

報
の
報
告

・
自
分
の

も
つ
情
報

の
連
絡
・

不
明
な

情

報
に
つ
い

て
の
相
談

と
い
う
コ

ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン

ス
キ
ル
（

報
連
相
）

の
体
験
を

し
ま
し
た

。
各
チ

ー

ム
で
楽
し

み
な
が
ら

も
互
い
の

意
見
を
出

し
合
う

こ

と
で
、
委

員
会
の
団

結
力
や
メ

ン
バ
ー
同

士
の
人

間

関
係
の
向

上
に
繋
が

り
ま
し
た

。

納
涼
会
で

は
、
メ
ン

バ
ー
へ
の

日
頃
の
感

謝
の
気

持

ち
を
込

め
て
、
正

副
理
事
長

メ
ン
バ

ー
が

精
一
杯

お
も
て
な

し
を
行
い

、
メ
ン

バ
ー

の
前
半

の
活
動
を

労
う
と
と

も
に
後

半
へ

の
英
気

を
養
い
ま

し
た
。
正

副
理
事

長
メ

ン
バ
ー

が
四
チ
ー

ム
に
分
か

れ
、
そ

れ
ぞ

れ
が
考

案
し
た
ス

ペ
シ
ャ
ル

料
理
や

飲
み

物
を
振

舞
い
、
こ

れ
ま
で
な

か
な
か

会
う

こ
と
が

で
き
な
か

っ
た
多
く

の
メ
ン

バ
ー

と
語
ら

う
な
ど
、

親
交
を
深

め
ま
し

た
。

本
年
度

は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス

の
影

響
で
活

動
が
難
し

い
状
況
に

あ
り
ま

す
が
、

本
例
会

を
機
に
乙

訓
Ｊ
Ｃ
の

全
メ
ン

バ
ー

が
結
束

し
、
後
半

も
全
力
で

駆
け
抜

け
る

気
概
を

醸
成
す
る

機
会
と
な

り
ま
し

た
。

 地
域

諸
団

体
紹

介
        【

こ
の

め
食

堂
】

◆乙訓JC説明会



八
月

十
日
（
月

）
、
新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

に
対
す
る

安
全

管
理

を
徹
底
す

る
な
か
、

デ
ィ
ス

カ
バ
リ
ー

長
岡
京
一

階
　

ま
ち

バ
ル
Ｓ
Ｕ

Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｏ

に
て
、

第
二
回
乙

訓
Ｊ
Ｃ
説

明
会

を
開

催
し
ま
し

た
。

今
回

は
一
名
の

参
加
者
が

あ

り
、

魅
力
拡
大

委
員
会
メ

ン

バ
ー

が
乙
訓
青

年
会
議
所

の

組
織

形
態
や
活

動
内
容
を

説

明
し

ま
し
た
。

ま
た
、
懇

親

会
で

は
乙
訓
Ｊ

Ｃ
メ
ン
バ

ー

と
参

加
者
が
交

流
を
図
り

Ｊ
Ｃ

の
魅
力
や

活
動
内
容

Ｊ
Ｃ

活
動
で
得

た
学
び
な

ど

を
話

し
な
が
ら

親
睦
を
深

め

る
こ

と
が
で
き

、
非
常
に

有

意
義

で
楽
し
い

時
間
と
な

り

ま
し

た
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の

影

響
で

、
本
年
は

Ｊ
Ｃ
説
明

会

を
開

催
す
る
こ

と
が
難
し

い

状
況

で
は
あ
り

ま
し
た
が

一
人

で
も
多
く

の
方
に
乙

訓

青
年

会
議
所
を

知
っ
て
頂

き

ま
ち

の
た
め
に

活
動
す
る

仲

間
を

増
や
し
て

い
き
ま
す

。

決
起

大
会

七
月

三
日
の

夜
か
ら
四

日
の
昼
に

か
け

、
大
雨

に
よ
り
熊

本
県
を
流

れ
る

球
磨
川

水
系
の
あ

る
八
代
市

芦
北

町
、
球

磨
村
、
人

吉
市
、
相

良
村

で
氾
濫

、
決
壊
が

起
こ
り

人
吉

市
の
市

街
地
で
の

広
範
囲
の

浸
水

、
八
代

市
で
の
流

木
や
土
砂

に
よ

る
甚
大

な
被
害
が

で
ま
し
た

。

こ
れ

を
受
け

て
、
全
国

の
各
ブ
ロ

ッ
ク

協
議
会

で
も
支
援

物
資
を
収

集
し

、
被
災

地
へ
と
届

け
る
活
動

が
始

ま
り
、

京
都
ブ
ロ

ッ
ク
協
議

会
に

お
い
て

も
一
般
社

団
法
人
京

丹
後

青
年
会

議
所
を
救

援
物
資
集

積
所

と
し
、

京
都
府
内

の
各
地
青

年
会

議
所
か

ら
多
く
の

救
援
物
資

が
届

き
ま
し

た
。
微
力

で
は
あ
り

ま
す

が
、
公

益
社
団
法

人
乙
訓
青

年
会
議
所

も
京
都
ブ

ロ
ッ
ク

協
議

会
を
通

じ
て
、
支

援
物
資
を

送
ら
せ
て

頂
き
ま
し

た
。

ま
た

七
月
二

十
日
（
月

）
Ｊ
Ｒ
長

岡
京
駅
前

に
て
防
災

支
援
団

体
「

フ
セ
マ

ル
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム

」
様
の
「

令
和
二
年

七
月
豪

雨
災

害
義
援

金
」
募
金

活
動
を
協

力
さ
せ
て

頂
き
、
一

五
，
〇

一
八

円
も
の

ご
寄
付
を

頂
く
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。
集

ま
っ
た

募
金

は
、
フ

セ
マ
ル
プ

ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
様
が

中
央
共
同

募
金
会

を
通

じ
て
、

被
災
地
に

送
金
さ
せ

て
頂
き
ま

す
。
一
日

も
早
い

復
興

を
心
よ

り
お
祈
り

申
し
上
げ

ま
す
。

乙
訓

Ｊ
Ｃ

説
明

会

七
月

十
七

日
（

金
）

京
都

ブ
ロ

ッ
ク

協
議

会
の

国
際

貢
献

委
員

会
が

設
え

る
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
ク

リ
ニ

ッ
ク

が
Ｗ

Ｅ
Ｂ

に
て

開
催

さ
れ

ま
し

た
。

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

ク
リ

ニ
ッ

ク
は

、
メ

ン
バ

ー
が

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

の
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
仕

事
に

関
連

付
け

る
こ

と
を

目
的

と
し
、
毎

月
開
催

さ
れ
て
い

ま
す
。

第
四

回
目

と
な

る
今

回
は

、
日

産
ス

チ
ー

ル
工

業
株

式
会

社
 

代
表

取
締

役
 
西

部
清

志
様

を
講

師
に

招
き

、
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
の

取

り
組

み
の

過
程

・
成

果
・

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

の
取

り
組

み
内

容
を

講
演

し
て

頂
き

ま
し

た
。

実
際

に
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
を

取
り

入
れ

て
い

る
企

業
の

ト
ッ

プ
か

ら
の

生
の

声
を

拝
聴

す
る

こ
と
が
で

き
る
貴

重
な
機
会

と
な
り
ま

し
た
。

ま
た

、
八

月
三

日
（

月
）

に
、

同
じ

く
 
国

際
貢

献
委

員
会

の

第
一

回
オ

ー
プ

ン
委

員
会

が
Ｗ

Ｅ
Ｂ

に
て

開
催

さ
れ

「
世

界
の

現
状

と
明

日
か

ら
で

き
る

国
際

貢
献

」
を

テ
ー

マ
に

、
認

定
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

テ
ラ

・
ル

ネ
ッ

サ
ン

ス
 
鬼

丸
 
昌

也
 
氏

に
よ

る
講

演
が
行
わ

れ
ま
し

た
。

講
演
で
は

、
カ
ン

ボ
ジ
ア
の

現
状

と
課
題
、

認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人

テ
ラ
・

ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
の

カ
ン
ボ
ジ

ア
で

の
取
り
組

み
状
況

に
つ
い
て

説
明

が
あ
り
ま

し
た
。

世
界
の
課

題
や
問

題
に
対
し

て
関

心
を
も
ち

、
一
人

ひ
と
り
が

当
事

者
意
識
を

も
っ
て

行
動
す
る

大
切

さ
を
教
え

て
頂
き

ま
し
た
。

乙
訓
青
年

会
議
所

か
ら
は
松

宮
委

員
が
出
向

し
て
お

り
ま
す
。

京
都

ブ
ロ

ッ
ク

協
議

会

               オ
ン

ラ
イ

ン
サ

ロ
ン

 

七
月
二

十
七
日
(
月
)
、
京
都

ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
Ｊ

Ｃ
ム
ー

ブ
メ
ン

ト
創
造
委

員
会
に
よ

る
女
性
の

会
員
拡
大

の
た
め

の
オ
ン

ラ
イ
ン
サ

ロ
ン
『
Ｊ

Ｃ
Ｗ
Ｏ
Ｍ

Ｅ
Ｎ
～
女

性
が
輝

く
Ｌ
Ｏ

Ｍ
～
』
が

開
催
さ
れ

ま
し
た
。

京
都
ブ
ロ

ッ
ク
協

議
会
よ

り
田
中
望

麻
君
、
愛

媛
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会

よ
り
土

居
裕
子

君
、
東
京

ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
よ

り
山
本
莉

那
君

二
〇
二

〇
年
度
 
公
益
社

団
法
人

 
日
本

青
年
会
議

所
 
組

織
グ
ル

ー
プ
 
組

織
拡
大

戦
略
会

議
よ
り
菊

地
恵
乃
君

の

四
名
を

パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て

迎
え
、
「

女
性
会
員

拡
大
へ

の
三
ス

テ
ッ
プ
」

に
つ
い
て

グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ

ン
が
行

わ
れ
ま
し

た
。

女
性
会

員
拡
大
が

成
功
し
た

青
年
会
議

所
の
取
り

組
み
事

例
や
経

験
談
、
女

性
会
員
が

増
え
る
こ

と
の
メ
リ

ッ
ト
や

支
援
策

、
そ
し
て

子
育
て
と

Ｊ
Ｃ
活
動

の
両
立
な

ど
、
今

活
躍
し

て
い
る
女

性
会
員
の

リ
ア
ル
な

声
と
女
性

会
員
を

拡
大
す

る
際
の
ポ

イ
ン
ト
を

聞
く
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。

男
性
が

で
き
る
こ

と
、
女
性

が
で

き
る
こ

と
を
上
手

く
融
合
さ

せ

お
互
い

の
良
い
と

こ
ろ
を
尊

重
で

き
る
活

動
の
創
出

が
今
後
の

拡
大

に
繋
が

る
の
で
は

な
い
か
と

思
い

ま
す
。

乙
訓
青
年

会
議
所
か

ら
は

冨
田
副

委
員
長
、

岡
田
委
員

、
河

地
委
員

、
田
中
（

炳
）
委
員

が
出

向
し
て

い
ま
す
。

七
月

二
十
八
日

（
火
）
味

楽
園
に
お

い
て
、

「
公
益
社

団

法
人

乙
訓
青
年

会
議
所
　

決
起
大
会

　
二
〇

二
〇
　
ｉ

ｎ

乙
訓

」
が
信
頼

構
築
委
員

会
設
え
の

も
と
開

催
さ
れ
ま

し

た
。

私
た

ち
乙
訓
青

年
会
議
所

は
、
今
後

の
情
勢

を
見
な
が

ら

変
更

す
る
こ
と

も
あ
り
ま

す
が
、
七

月
の
理

事
会
よ
り

通

常
通

り
に
事
業

や
会
議
を

再
ス
タ
ー

ト
し
ま

し
た
。
上

半

期
で

は
、
な
か

な
か
メ
ン

バ
ー
に
会

う
こ
と

も
で
き
ず

自
粛

生
活
を
強

い
ら
れ
た

な
か
、
そ

の
上
半

期
に
あ
り

余
っ

た
力
を
下

半
期
に
発

揮
し
、
「

全
員
全

力
！
」
で

乙

訓
青

年
会
議
所

を
盛
り
上

げ
て
い
く

た
め
に

、
今
回
開

催

す
る

運
び
と
な

り
ま
し
た

。
ま
た
、

下
半
期

の
乙
訓
青

年

会
議

所
を
盛
り

上
げ
る
た

め
の
一
環

と
し
て

、
府
内
各

地

青
年

会
議
所
の

理
事
長
よ

り
応
援
メ

ッ
セ
ー

ジ
動
画
を

頂

き
、

メ
ン
バ
ー

全
員
で
拝

聴
さ
せ
て

頂
き
ま

し
た
。

ま
た

、
達
城
理

事
長
と
二

〇
二
一
年

度
乙
訓

青
年
会
議

所

小
西

理
事
長
予

定
者
よ
り

ご

挨
拶

を
頂
く
こ

と
で
、
例

年

の
Ｌ

Ｏ
Ｍ
ナ
イ

ト
（
懇
親

会
）

と
同

様
に
下
半

期
に
対
す

る

メ
ン

バ
ー
の
士

気
を
高
揚

さ

せ
る

と
と
も
に

、
次
年
度

に

思
い

を
馳
せ
る

良
い
き
っ

か

け
と

な
り
ま
し

た
。

乙訓メンバーの全力通信～全力青年～
         
メンバープロフィール

名  前    

所属委員会
 
役  職 

入  会  年 

西田 敬一
【にしだ けいいち】

地域未来創造委員会

幹事

20１６年

共感創造委員会より一言

今年度は、委員会の幹事として活躍している西田くん。
仕事や子育ての忙しい合間にＪＣ活動に参加してくれています。
乙訓青年会議所の若手メンバーとして、持ち前の明るさと行動力で
これからの乙訓青年会議所を引っ張る存在になることを期待しています。

全
力

で
取

り
組

ん
で

い
る

こ
と

【
海

釣
り

が
好

き
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キ

ャ
ッ

チ
＆

イ
ー

ト
】

月
一

～
二

回
の

釣
り

に
行

く
こ

と
で

、
仕

事
の

疲
れ

を
癒

し
て

い
ま

す
。
気

の
知

れ
た

友
人

と

海
の

上
で

過
ご

す
非

日
常

が
好

き
で

す
。

釣
っ
た

魚
は

持
ち

帰
り

、
自

分
で

料
理

し

子
供

の
食

育
に

も
活

か
す

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。

将
来

は
船

舶
免

許
を

取
得

し
た

い
で

す
。

西田幹事の全力動画はこちら→

令
和

二
年

七
月

豪
雨

京
都

ブ
ロ

ッ
ク

協
議

会

               国
際

貢
献

委
員

会































理事長による新年のご挨拶

発行／公益社団法人乙訓青年会議所　〒617-0826　長岡京市開田3-10-16　長岡京市産業文化会館2階　編集／共感創造委員会

新
年

の
ご

挨
拶

次回例会案内

第４１代  達城理事長が掲げるスローガンのもと、一年の
スタートを切るとともに、ご来賓・特別会員の皆様に２０２
０年度の乙訓青年会議所の方向性・活動内容をご理解して頂
きます｡後の新春交歓会におきましては、正会員メンバーと
参加者の懇親・信頼関係をさらに深め、お互いの関係性の構
築を目的に開催させて頂きます。

【開催場所】ハイアット・リージェンシー京都 １階

                           (１月例会)  ボールルームⅠ

                           (新春交歓会)ボールルームⅡ

【日時】１月 ８日(木)

  (１月例会） １７：３０～１８：３０(登録開始１６：３０）

  (新春交歓会)１９：００～２１：００(登録開始１８：３０）

【担当委員会】信頼構築委員会

【１月例会･新春交歓会】

「
お

客
様

に
楽

し
い

気
持

ち
に

な
っ
て

頂
く

こ
と

」

  一
生

に
一

回
の

来
店

で
あ

っ
た

り
、
特

別
な

日
に

   来
て

頂
い

た
か

も
知

れ
な

い
お

客
様

に
、

   心
が

温
か

く
、
楽

し
い

気
持

ち
に

な
っ
て

頂
く

た
め

、

   ス
タ

ッ
フ

一
同

行
動

出
来

る
よ

う
に

、
人

材
育

成
や

   店
作

り
を

し
て

い
ま

す
。

新
年

明
け

ま
し

て
お

め
で

と
う

ご
ざ

い

ま
す

。
平

素
は

、
公

益
社

団
法

人
乙

訓

青
年

会
議

所
に

格
別

な
る

ご
高

配
を

賜

り
、

厚
く

御
礼

申
し

上
げ

ま
す

。
皆

様

に
お

か
れ

ま
し

て
は

健
や

か
に

新
し

い

年
を

お
迎

え
の

こ
と

と
心

よ
り

お
慶

び

申
し

上
げ

ま
す

。
昨

年
度

、
私

た
ち

は

創
立

四
十

周
年

を
迎

え
、

記
念

式
典

・

懇
親

会
、

記
念

事
業

を
開

催
さ

せ
て

頂

き
ま

し
た

。
そ

の
際

に
は

二
市

一
町

の

首
長

を
は

じ
め

、
多

く
の

地
域

諸
団

体

の
皆

様
や

先
輩

諸
兄

姉
の

皆
様

に
ご

協

力
を

頂
き

、
成

功
裏

に
終

え
る

こ
と

が

で
き

た
こ

と
に

対
し

ま
し

て
感

謝
申

し

上
げ

ま
す

。

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

乙訓乙訓TIMESTIMES
OTOKUNI News Paper

２０２０年１月号

２０２０年度委員長の意気込み

12月例会報告

12月卒業式・忘年会報告

で
、

激
し

い
時

代
の

流
れ

の
な

か
で

も
一

際
輝

く
、

誇
れ

る
乙

訓
（

ま
ち

）
を

創
造

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

一
九

七
九

年
の

創
立

か
ら

四
十

年
間

、
乙

訓
（

ま
ち

）
を

想
い

運
動

を
展

開
し

て
こ

ら
れ

た
先

輩
諸

兄
姉

と
、

こ
れ

ま
で

関
わ

り
を

も
っ

て
く

だ
さ

っ
て

い
る

市
民

、
行

政
、

地
域

諸
団

体
の

皆
様

へ
の

敬
意

と
感

謝
を

胸
に

会
員

一
同

、
何

事
に

も
「

全
力

」
で

取
り

組
む

所
存

で
す

。
四

十
一

年
目

を
迎

え
る

乙
訓

青
年

会
議

所
の

運
動

に
、

多
く

の
市

民
、

行
政

、
地

域
諸

団
体

、
先

輩
諸

兄
姉

の
皆

様
の

変
わ

ら
ぬ

ご
理

解
と

ご
協

力
を

賜
り

ま
す

よ
う

お
願

い
申

し
上

げ
る

と
と

も
に

、
本

年
が

皆
様

に
と

り
ま

し
て

素
晴

ら
し

い
一

年
に

な
る

こ
と

を
ご

祈
念

申
し

上
げ

ま
す

。
本

年
も

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。

 
 

二
〇

二
〇

年
　

元
旦

 
 
 
 
公

益
社

団
法

人
乙

訓
青

年
会

議
所

 
 
 
 
 
 
 
第

四
十

一
代

理
事

長
　

達
城
　

英
治

さ
て

、
私

た
ち

公
益

社
団

法
人

乙
訓

青

年
会

議
所

は
、

「
明

る
い

豊
か

な
社

会

」
の

実
現

に
向

け
て

、
よ

り
良

い
乙

訓

（
ま

ち
）

と
な

る
よ

う
日

々
運

動
を

行

っ
て

お
り

ま
す

。
私

た
ち

の
乙

訓
（

ま

ち
）

は
人

口
も

緩
や

か
に

増
加

し
、

高

い
利

便
性

と
豊

か
な

自
然

や
優

れ
た

歴

史
文

化
遺

産
に

よ
り

、
調

和
の

と
れ

た

乙
訓

（
ま

ち
）

と
し

て
発

展
し

て
お

り

ま
す

。
し

か
し

、
令

和
の

時
代

、
人

口

減
少

、
少

子
高

齢
化

、
情

報
の

複
雑

化

に
よ

る
環

境
の

変
化

と
様

々
な

社
会

変

革
が

予
想

さ
れ

て
い

る
な

か
で

は
、

私

た
ち

の
乙

訓
（

ま
ち

）
に

お
い

て
も

先

行
き

は
不

透
明

で
あ

る
と

考
え

て
い

ま

す
。

そ
ん

な
激

し
い

時
代

の
流

れ
の

な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か

だ
か

ら
こ

そ
、

様
々

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な

職
種

や
年

代
の

青
年

経

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
済

人
が

集
ま

る
私

た
ち

は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「

自
分

た
ち

の
乙

訓
（

ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち

）
を

自
分

た
ち

で
創

る
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と

い
う

意
識

を
も

ち
、

乙

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
訓

（
ま

ち
）

の
未

来
を

明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る

く
導

く
存

在
で

あ
り

続

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二

〇
二

〇
年

度
の

ス
ロ

ー

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ガ

ン
は

「
全

員
全

力
！

～

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
信

じ
る

心
で

誇
り

と
未

来

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を

創
造

し
よ

う
～

」
と

さ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ

て
頂

き
ま

し
た

。
私

た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち

が
青

年
ら

し
く

全
力

で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四

十
周

年
に

新
た

に
策

定

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し

た
未

来
Ｖ

ｉ
ｓ

ｉ
ｏ

ｎ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「

ま
ち

と
人

が
愛

を
実

感

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す

る
乙

訓
の

実
現

」
に

向

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け

運
動

を
展

開
す

る
こ

と

乙訓ふるさとふれあい駅伝
                            報告

文化少年団報告
         【１２月餅つき】

乙訓メンバーの全力通信～全力青年～
         

青年会議所は「明るい豊かな社会」の実現を理想とし、
「奉仕・修練・友情」を信条として様々な活動を行っている
20歳から40歳までの青年経済人の集まりです。
地域の産業を担う青年経済人とのネットワークを広げ、
乙訓の未来を創るために夢を語り合える仲間として、
共に活動して頂ける方を乙訓青年会議所では随時募集
しております。ご興味ございます方は公益社団法人乙訓
青年会議所事務局（075‐957‐1230）までご連絡下さい。
お待ちしております。

新入会員募集

２０２０年度入会者数   
　　
正会員数        　　　　 ５０名

０名

（2019年12月24日現在）

全
力

で
頑

張
っ
て

い
る

こ
と

プロフィール
      名前 :

所属委員会 :

    役職 :

     入会年 :

姜 星輝【かん そんふぃ】

信頼構築委員会

幹事

2018年

今年度は近畿地区協議会に出向される姜幹事です｡
２０１８年入会ですが､例会や委員会､事業の活動に積極参加され､
乙訓青年会議所の次代を担う人材です｡
出向やLOM役職での経験が乙訓青年会議所に新風を巻き起こし
てくれるでしょう｡

共感創造委員会より一言

姜幹事の全力動画はこちら→

長
岡

天
満

宮
に

て
乙

訓
文

化
少

年
団

十
二

月
事

業
を

開
催

し
、

多
く

の
子

供
た

ち
と

「
餅

つ
き

」
を

致
し

ま
し

た
。

慣
れ

な
い

手
付

き
で

お
餅

を
つ

い
た

り
、

自
分

自
身

で
こ

ね
た

り
す

る
な

ど
、

普
段

で
は

味
わ

え
な

い
体

験
に

な
っ

た
こ

と
だ

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、
笑

顔
で

お
餅

を
食

べ
て

い
る

姿
を

見
ま

す
と

、

一
年

間
の

活
動

が
無

事

に
終

え
ら

れ
た

こ
と

に

安
堵

致
し

て
お

り
ま

す
。

四
月

四
月

か
ら

始
ま

り
ま

し

た
二

〇
十

九
年

度
の

乙

訓
文

化
少

年
団

事
業

で

は
多

く
の

メ
ン

バ
ー

に

サ
ポ

ー
ト

し
て

頂
き

ま

し
て

本
当

に
あ

り
が

と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
 

乙訓JCホームページ 乙訓JCインスタグラム 乙訓JCフェイスブック

達城理事長による新年のご挨拶

２０１９年事業報告

乙訓メンバーの全力通信

第
十

六
回

乙
訓

ふ
る

さ
と

ふ
れ

あ
い

駅
伝

～
』

が
十

一
月

三
十

日
に

開
催

さ
れ

ま
し

た
。

駅
伝

で
は

仲
間

と
と

も
に

切
磋

琢
磨

し
な

が
ら

、
自

ら
の

ふ
る

さ
と

を
駆

け
抜

け
た

思
い

出
は

愛
郷

心
を

育
む

一
助

と
な

り
ま

し
た

。
ま

た
、

沿
道

で
の

警
備

、
応

援
等

で
地

域
の

大
人

が
自

分
た

ち
を

し
っ

か
り

見
守

っ
て

く
れ

て
い

る
と

感
じ

て
も

ら
う

こ
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
で

、
青

少
年

の
健

全
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
育

成
に

繋
が

っ
た

こ
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と

思
い

ま
す

。
当

日
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご

協
力

頂
き

ま
し

た
メ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ン

バ
ー

の
皆

様
に

お
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ

ま
し

て
は

子
供

た
ち

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の

安
心

･
安

全
の

た
め

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に

、
尽

力
し

て
頂

き
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し

た
こ

と
に

心
か

ら
感

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
謝

申
し

上
げ

ま
す

。
本

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
当

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い

ま
し

た
。



卒
業

式

活 動 報 告
人

財
育

成
委

員
会

委
員

長
と

し
て

、
メ

ン
バ

ー
の

成
長

を
第

一
に

考
え

一
年

間
を

通
し

て

学
び

の
あ

る
事

業
を

開
催

さ
せ

て
頂

き
ま

す
。

人
は

多
種

多
様

な
課

題
に

直
面

し
ま

す
。

三
回

の
例

会
を

通
し

て
メ

ン
バ

ー
が

自
身

の

課
題

に
人

び
と

を
巻

き
込

み
、

課
題

解
決

へ

と
立

ち
向

か
う

人
財

へ
と

成
長

し
て

頂
き

ま

す
。

ま
た

、
地

域
に

影
響

を
与

え
、

人
び

と

を
課

題
解

決
へ

の
協

働
に

導
く

人
物

へ
と

成

長
し

て
頂

き
ま

す
。

二
〇

二
〇

年
十

二
月

に

自
身

の
成

長
を

実
感

し
て

頂
け

る
よ

う
に

一

年
間

全
力

で
活

動
致

し
ま

す
。

信頼構築委員会

佐伯 昌裕

二
〇

二
〇

年
度

、
地

域
未

来
創

造
委

員
会

の

委
員

長
と

い
う

ま
ち

づ
く

り
の

大
役

を
仰

せ

つ
か

り
ま

し
て

、
身

の
引

き
締

ま
る

思
い

が

致
し

ま
す

。
一

年
間

、
Ｊ

Ｃ
活

動
に

対
し

て
委

員
会

メ
ン

バ
ー

の
時

間
を

預
か

る
こ

と

に
な

り
ま

す
が

、
常

に
志

を
高

く
も

ち
、

そ

の
時

間
を

最
大

限
に

活
用

し
、

委
員

会
メ

ン

バ
ー

の
や

り
が

い
に

繋
げ

て
い

き
た

い
と

考

え
て

お
り

ま
す

。
ま

ち
づ

く
り

に
は

人
び

と

の
協

力
が

不
可

欠
で

す
。

地
域

未
来

創
造

委

員
会

は
「

心
を

動
か

す
」

を
テ

ー
マ

と
し

て
、

常
に

意
識

変
革

の
姿

勢
を

見
失

う
こ

と
な

く
、

委
員

会
メ

ン
バ

ー
一

人
ひ

と
り

が
敬

意
と

感

謝
の

精
神

を
も

ち
、

一
年

間
全

力
で

楽
し

く

活
動

し
て

ま
い

り
ま

す
。

ま
ず

、
委

員
会

メ
ン

バ
ー

の
成

長
を

考
え

、

自
身

で
全

て
を

完
結

し
て

し
ま

わ
ず

各
役

割

を
全

う
し

て
頂

き
ま

す
。

そ
し

て
、

委
員

会

メ
ン

バ
ー

が
よ

り
活

動
意

識
が

向
上

で
き

、

参
加

し
た

く
な

る
よ

う
、

私
自

身
の

何
事

も

「
楽

し
む

」
性

格
で

、
楽

し
い

委
員

会
運

営

を
行

い
ま

す
。

さ
ら

に
、

人
の

た
め

に
何

事

も
完

璧
に

こ
な

し
、

メ
ン

バ
ー

が
総

務
財

政

委
員

会
に

配
属

さ
れ

た
誇

り
を

醸
成

し
ま

す
。

ま
た

、
他

の
委

員
会

が
努

力
を

重
ね

、
準

備

を
重

ね
て

、
実

施
す

る
事

業
な

ど
に

は
、

そ

の
過

程
を

一
番

近
く

で
見

て
い

る
委

員
長

と

し
て

、
そ

の
委

員
会

の
た

め
に

参
加

を
し

、

メ
ン

バ
ー

に
も

参
加

を
促

し
、

学
び

の
機

会

の
提

供
に

繋
げ

ま
す

。

青
少

年
育

成
委

員
会

で
は

、
自

尊
感

情
や

規

範
意

識
の

低
下

な
ど

の
傾

向
が

指
摘

さ
れ

て

い
る

子
供

た
ち

に
、

困
難

な
こ

と
に

も
全

力

で
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

心
や

、
仲

間
や

周
囲

の

方
々

を
大

切
に

す
る

気
持

ち
を

学
ん

で
頂

き

、
こ

れ
か

ら
の

時
代

の
中

で
、

未
来

を
切

り

拓
い

て
い

く
人

財
に

育
つ

環
境

を
創

り
ま

す
。

そ
し

て
、

委
員

会
メ

ン
バ

ー
と

と
も

に
自

ら

好
ん

で
行

動
す

る
力

「
好

動
力

」
を

も
っ

て

全
力

で
活

動
を

行
い

、
未

来
を

担
う

人
財

で

あ
る

子
供

と
と

も
に

我
々

メ
ン

バ
ー

も
仲

間

と
と

も
に

自
信

を
も

っ
て

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

続

け
、

明
る

い
未

来
の

創
造

に
繋

げ
て

い
き

ま

す
。

信
頼

構
築

委
員

会
は

、
乙

訓
青

年
会

議
所

メ

ン
バ

ー
同

士
の

絆
を

さ
ら

に
深

め
、

全
員

が

全
力

で
Ｊ

Ｃ
活

動
に

取
り

組
め

る
よ

う
に

、

各
事

業
や

各
懇

親
会

の
場

に
お

い
て

信
頼

関

係
の

構
築

に
繋

が
る

活
動

を
し

て
ま

い
り

ま

す
。

お
互

い
を

尊
敬

し
合

う
心

や
感

謝
の

気

持
ち

を
も

ち
、

一
人

ひ
と

り
の

能
力

を
生

か

し
補

い
合

え
ば

、
必

ず
全

員
が

誇
れ

る
乙

訓

（
ま

ち
）

を
創

る
力

を
生

み
出

せ
る

は
ず

で

す
。

そ
し

て
、

こ
の

一
年

間
を

通
し

て
、

「

日
々

感
謝

」
の

気
持

ち
を

忘
れ

る
こ

と
な

く

誇
り

と
向

上
心

を
常

に
も

ち
、

誰
か

ら
も

信

頼
さ

れ
る

人
間

と
な

れ
る

よ
う

に
行

動
す

る

と
と

も
に

、
二

〇
二

〇
年

度
が

一
生

涯
の

財

産
と

な
る

よ
う

に
活

動
し

て
い

き
ま

す
。

近
年

、
乙

訓
青

年
会

議
所

の
会

員
数

減
少

が

問
題

視
さ

れ
て

い
る

な
か

、
我

々
は

先
輩

諸

兄
姉

よ
り

受
け

継
が

れ
て

き
た

情
熱

と
志

を

守
り

、
今

後
も

地
域

に
影

響
を

与
え

続
け

る

組
織

を
継

続
し

、
我

々
の

運
動

を
継

承
し

て

く
れ

る
仲

間
を

一
人

で
も

多
く

集
め

、
地

域

に
根

差
し

た
運

動
を

展
開

し
て

い
く

必
要

が

あ
り

ま
す

。
本

年
度

、
会

員
拡

大
を

担
当

し

ま
す

魅
力

拡
大

委
員

会
と

し
ま

し
て

府
内

十

二
ロ

ム
の

な
か

で
、

一
番

の
拡

大
を

達
成

す

る
こ

と
を

責
務

と
し

活
動

し
ま

す
。

そ
し

て

、
我

々
が

全
員

全
力

の
精

神
で

ロ
ム

の
会

員

拡
大

に
邁

進
す

る
こ

と
で

、
乙

訓
青

年
会

議

所
を

今
ま

で
以

上
に

情
熱

と
誇

り
を

も
っ

た

組
織

に
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

2020年度

委員長の意気込み

共感創造委員会

人財育成委員会

山脇 裕文

下戸 一晃

総務財政委員会

地域未来創造委員会

青少年育成委員会

魅力拡大委員会

佐々木 彰吾

山城 直也

林 哲司

嶋田 剛士

十
二

月
例

会
十

二
月

十
四

日
（

木
）

ハ
イ

ア
ッ

ト
リ

ー
ジ

ェ
ン

シ
ー

京
都

に
て

、

三
浦

理
事

長
が

掲
げ

ら
れ

た
「

『
新

』
に

挑
む

～
志

を
胸

に
新

た
な

価
値

を
創

造
し

よ
う

～
」

の
ス

ロ
ー

ガ
ン

、
テ

ー
マ

の
も

と
、

活
動

し
て

き
た

一
年

間
の

集
大

成
と

し
て

十
二

月
例

会
が

開
催

さ
れ

ま
し

た
。

褒
賞

授
与

式
で

は
、

顕
著

な
活

躍
を

さ
れ

た
メ

ン
バ

ー
を

称
え

、

受
賞

者
か

ら
喜

び
の

一
言

を
頂

き
ま

し
た

。
委

員
長

総
括

で
は

、
委

員
長

か
ら

一
年

間
の

活
動

の
総

括
と

と
も

に
委

員
会

メ
ン

バ
ー

へ
労

い
の

言
葉

を
か

け
て

頂
き

ま
し

た
。

理
事

長
総

括
で

は
三

浦
理

事

長
か

ら
全

体
の

総
括

を
し

て
頂

き
、

本
年

度
を

締
め

く
く

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

理
事

長
バ

ッ
ジ

・
直

前
理

事
長

バ
ッ

ジ
交

換
、

並
び

に
、

プ
レ

ジ
デ

ン
シ

ャ
ル

リ
ー

ス
伝

達
式

で
は

、
次

年
度

へ
の

活
動

に
向

け
た

新
た

な
一

歩
を

踏
み

出
せ

ま
し

た
。

　
【

二
〇

一
九

年
度

褒
賞

受
賞

者
】

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆

特
別

功
労

賞
　

 
 
崔
　

祥
龍

君

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三

浦
　
靖

君

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆

出
向

者
特

別
賞
　
坂

元
　

陸
君

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
嶋

田
　
剛

士
君

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
山

城
　
直

也
君

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆

最
優

秀
新

人
賞
　
小

林
　

大
希

君

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆

優
秀

会
員

賞
 
 
 
 
林
　

 
 
 
哲

司
君

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆

最
優

秀
会

員
賞
　
松

宮
　

一
貴

君

　

ＦＴセミナー 忘年会

本
年

度
、

共
感

創
造

委
員

会
で

は
、

地
域

の

方
々

に
対

し
て

心
を

揺
さ

ぶ
る

強
い

発
信

力

を
も

っ
て

乙
訓

青
年

会
議

所
の

認
知

度
を

向

上
さ

せ
る

と
と

も
に

、
共

感
や

信
頼

に
繋

が

る
広

報
と

し
て

活
動

し
て

ま
い

り
ま

す
。

ま

た
、

近
年

、
経

験
年

数
が

少
な

い
正

会
員

が

多
い

な
か

で
、

意
欲

を
も

っ
て

青
年

会
議

所

活
動

を
す

る
こ

と
に

繋
が

る
「

誇
り

」
を

実

感
し

て
も

ら
え

る
よ

う
、

活
動

し
て

ま
い

り

ま
す

。
む

す
び

に
、

共
感

創
造

委
員

会
メ

ン

バ
ー

に
は

組
織

の
広

報
の

重
要

性
を

理
解

し

て
頂

き
、

共
感

創
造

委
員

会
に

配
属

さ
れ

て

よ
か

っ
た

と
思

っ
て

頂
け

る
よ

う
に

努
め

ま

す
。

一
年

間
ど

う
ぞ

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

致

し
ま

す
。

二
〇

十
九

年
十

二
月

十
二

日
（

木
）

ハ
イ

ア
ッ

ト
リ

ー
ジ

ェ

ン
シ

ー
京

都
に

て
、

公
益

社
団

法
人

乙
訓

青
年

会
議

所
卒

業

式
が

行
わ

れ
ま

し
た

。
未

年
に

ち
な

み
、

ひ
つ

じ
柄

の
紅

白

ネ
ク

タ
イ

で
揃

え
た

卒
業

生
が

ス
ポ

ッ
ト

ラ
イ

ト
を

浴
び

な

が
ら

登
壇

さ
れ

ま
し

た
。

卒
業

ス
ピ

ー
チ

で
は

、
卒

業
生

一

人
ひ

と
り

が
Ｊ

Ｃ
で

の
想

い
を

振
り

返
り

な
が

ら
、

先
輩

や

現
役

メ
ン

バ
ー

と
の

心
に

残
る

エ
ピ

ソ
ー

ド
や

人
間

模
様

を

熱
く

語
ら

れ
て

い
ま

し
た

。
花

束
贈

呈
で

は
、

卒
業

生
に

縁

の
あ

る
現

役
メ

ン
バ

ー
よ

り
花

束
が

渡
さ

れ
、

熱
い

抱
擁

が

交
わ

さ
れ

て
い

ま
し

た
。

最
後

に
会

場
中

央
に

花
道

を
つ

く

り
卒

業
生

を
送

り
出

す
風

景
は

感
動

的
で

、
達

成
感

に
満

ち

溢
れ

た
フ

ィ
ナ

ー
レ

を
迎

え
て

い
ま

し
た

。
卒

業
生

の
皆

様

の
一

層
の

ご
活

躍
を

心
よ

り
お

祈
り

致
し

ま
す

。

二
〇

十
九

年
十

二
月

十
二

日
（

木
）

ハ
イ

ア
ッ

ト
リ

ー
ジ

ェ
ン

シ
ー

京
都

に
て

、
公

益
社

団
法

人
乙

訓
青

年
会

議
所

忘
年

会
が

開
催

さ
れ

ま
し

た
。

「
新

に
挑

む
」

～
志

を
胸

に
新

た
な

価
値

を
創

造
し

よ
う

～
を

ス
ロ

ー
ガ

ン
に

掲
げ

、

三
浦

靖
理

事
長

の
も

と
、

メ
ン

バ
ー

一
丸

と
な

っ
て

邁
進

し
て

き
た

二
〇

十
九

年
の

一
年

間
を

、
オ

ー
プ

ニ
ン

グ
映

像
、

理
事

長
挨

拶
、

新
入

会
員

紹
介

、
出

向
者

紹
介

と
と

も
に

振
り

返
り

ま
し

た
。

先
輩

諸
兄

姉
や

メ
ン

バ
ー

の
間

で
杯

が
交

わ
さ

れ
、

本
年

度
の

活
動

を
支

援
し

て
頂

い
た

先
輩

諸
兄

姉
へ

感
謝

の
気

持
ち

や
一

年
間

の
活

動
の

労
い

の
言

葉
で

、
会

場
は

大
い

に
盛

り
上

が
っ

て
い

ま
し

た
。

最
後

に
小

西
専

務
理

事
の

挨
拶

に
よ

り
一

本
締

め
を

行
い

、
参

加
者

全
員

の
絆

が
よ

り
強

固
な

も
の

と
な

っ
た

忘
年

会
と

な
り

ま
し

た
。

今
後

の
乙

訓
青

年
会

議
所

を
牽

引
す

る
人

財
と

な
る

べ
く

Ｆ
Ｔ

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
致

し
ま

し
た

。
二

日
間

の
Ｆ

Ｔ
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、

乙
訓

Ｊ
Ｃ 

Ｆ
Ｔ

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

受
講

し
、

Ｊ
Ｃ

の
歴

史
や

成
り

立
ち

、
目

指
す

べ
き

方
向

性
を

理
解

す
る

と
と

も
に

模
擬

理
事

会
を

開
催

し
、

理
事

メ
ン

バ
ー

か
ら

意
見

を
頂

戴
し

、
さ

ら
な

る
事

業
の

向
上

を
目

指
し

ま
し

た
。

翌
日

、
Ｆ

Ｔ
メ

ン
バ

ー
は

、
乙

訓
文

化
少

年
団

の
子

供
た

ち
を

対
象

に
計

画
し

た
事

業
を

行
い

ま
し

た
。

Ｆ
Ｔ

メ
ン

バ
ー

の
皆

様
に

は
、

長
期

間
事

業
に

向
き

合
っ

て
頂

き
、

ま
た

、
メ

ン
バ

ー
の

皆
様

に
は

様
々

な
場

面
で

応
援

し
て

頂
き

ま
し

た
こ

と
を

感
謝

申
し

上
げ

ま
す

。


